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正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞

│
│
そ
の
用
例 （
十
八
） （
漢
字
五
字 

・ 

六
字
）│
│

田　
　

島　
　

毓　
　

堂

は
じ
め
に

　

昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
か
ら
今
ま
で
に
、
正
法
眼
蔵
の
サ

変
動
詞
に
関
し
て
注
に
示
し
た
よ
う
に
二
十
一
編
の
拙
文
を
公
表

し

※た
。
サ
変
動
詞
の
用
例
全
て
を
紹
介
し
よ
う
と
し
て
始
め
た
も
の

が
そ
の
う
ち
の
十
七
編
、
漸
く
、
漢
字
四
字
の
漢
語
サ
変
動
詞
ま
で

た
ど
り
着
い
た
。
あ
と
一
息
で
、
七
十
五
巻
本
の
用
例
を
全
て
紹
介

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

か
な
り
中
断
の
期
間
が
あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
、
続
い
て
漢
字
五

字
六
字
の
漢
語
サ
変
動
詞
を
取
り
上
げ
、
そ
の
用
例
を
掲
げ
、
所
要

の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

な
お
、
用
例
の
掲
げ
方
は
、
以
前
と
同
じ
方
式
を
採
る
が
、
直
前

の
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
│
そ
の
用
例
（
十
七
）
│
│
」（『
東

海
学
園 

言
語
・
文
学
・
文
化
』
一
号　

二
〇
〇
一
）
か
ら
既
に
五

年
経
っ
て
い
る
の
で
、
改
め
て
掲
出
方
法
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

最
初
の
番
号
は
、
今
回
は
、
五
字
及
び
六
字
漢
字
サ
変
動
詞
の
通
し

番
号
、
次
が
当
該
サ
変
動
詞
、（　

）
内
に
七
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵

に
お
け
る
例
数
と
、
そ
の
自
動
詞
他
動
詞
の
一
応
の
区
別
、
次
に
、

活
用
形
別
の
例
数
と
、
下
接
語
ま
た
は
用
法
の
掲
示
で
あ
る
。
今
回

の
漢
字
五
字
六
字
の
サ
変
動
詞
は
全
て
用
例
数
は
1
で
あ
る
。
用
例

は
乾
坤
院
本
に
よ
っ
て
掲
げ
、
そ
の
末
尾
に
、（　

）
内
に
、
正
法

眼
蔵
の
略
巻
名
・
乾
坤
院
本
の
冊
数
順
・
所
在
・
岩
波
文
庫
本
〈
旧

版
・
衛
藤
即
応
編
〉
の
上
中
下
、
頁
数
・
行
数
を
示
す
。
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一
、
用
例　

漢
字
五
字
の
例
を
掲
げ
る

（
1
）
下
語
説
道
理
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ナ
リ
》

　

諸
方
ノ
長
老
ミ
ダ
リ
ニ
下
語
説
道
理
ス
ル
ナ
リ
（
他
心
通　

十

五
35
ウ
9　

下
111‒
5
）

　
「
ア
ギ
ョ
セ
ツ
ド
ウ
リ
」
と
読
ん
で
い
る
。
下
語
と
は
一
転
語
を

下
す
こ
と
を
言
う
。「
下
語
し
説
道
理
す
」
を
一
つ
に
つ
な
げ
た
も

の
。
こ
こ
で
は
、「
勝
手
な
意
見
を
言
い
、
道
理
を
説
こ
う
と
し
て

い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
意
味
。

（
2
）
一
称
南
無
仏
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ナ
リ
》

　

シ
カ
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
、
知
家
非
家
捨
家
出
家
入
山
修
道
シ
信
行

法
行
ス
ル
ナ
リ
、
造
仏
造
塔
ス
ル
ナ
リ
、
読
経
念
仏
ス
ル
ナ
リ
、

…
…
一
礼
三
宝
ス
ル
ナ
リ
、
一
称
南
無
仏
ス
ル
ナ
リ
、
カ
ク
ノ
ゴ

ト
ク
八
万
法
薀
ノ
因
縁
、
カ
ナ
ラ
ス
発
心
ナ
リ
（
発
菩
提
心　

十

三
8
オ
3　

中
398‒

11
）

　
「
南
無
仏
」
と
一
称
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
漢
文
を
そ
の
ま
ま
音

読
し
て
サ
変
語
尾
ス
を
つ
け
た
も
の
で
、
正
法
眼
蔵
に
非
常
に
よ
く

あ
る
特
徴
的
な
サ
変
動
詞
で
あ
る
。
文
字
面
を
見
れ
ば
さ
ほ
ど
理
解

に
困
難
を
来
す
も
の
で
は
な
い
。

（
3
）
以
表
諸
仏
体
ス
（
1
例
・
自
）
未
1
《
ズ
》

　

仏
性
之
義
廓
然
虚
明
ナ
リ
、
シ
カ
ア
レ
ハ
身
現
ノ
説
仏
性
ナ

ル
、
以
表
諸
仏
体
ナ
リ
、
イ
ツ
レ
ノ
一
仏
二
仏
カ
コ
ノ
以
表
諸
仏

体
セ
サ
ラ
ン
（
仏
性　

一
21
ウ
3　

上
329‒

15
）

　

こ
の
句
は
龍
樹
尊
者
に
関
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
景
徳
傳
燈
録
の

文
章
中
に
あ
る
。
そ
れ
が
正
法
眼
蔵
本
文
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
岩
波
文
庫
本
で
十
行
と
い
う
か
な
り
長
い
引
用
の
最
後
の
部
分

「
而
説　
キ

㍾テ

偈　
ヲ

言　
ク

、
身　
ニ

現　
ジ

㍼円
月
相　
ヲ

㍽以　
テ

表　
ス

㍼諸
佛　
ノ

体　
ヲ

㍽説
法
無　
ク

㍼其　
ノ

形
㍽用
弁　
ハ

非　
ズ

㍼声
色ニ

㍽」
の
中
の
一
句
を
取
っ
て
、
そ
の
ま
ま
、
サ
変
化
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
句
を
直
前
で
「
以
表
諸
仏
体
ナ
リ
」
と
名

詞
句
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
こ
の
サ
変
動
詞
の
部
分
で
も
、「
コ

ノ
」
と
い
う
連
体
修
飾
語
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
非
常
に
難
解
で
あ

る
が
、
高
橋
賢
陳
氏
の
現
代
語
訳
（『
全
巻
現
代
語
訳
正
法
眼
蔵 

上

下
』
昭
和
四
十
七
年　

理
想
社
）
で
は
そ
の
部
分
を
「
ど
の
一
仏
二

仏
が
現
に
現
れ
て
い
る
こ
の
身
を
「
仏
ノ
体
」
と
し
な
い
で
あ
ろ
う

か
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
も
よ
く
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
正
法

眼
蔵
の
文
章
は
「
以
表
諸
仏
体
（
セ
ザ
ラ
ン
）」
全
体
で
サ
変
動
詞
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と
し
て
用
い
て
い
る
。
但
し
岩
波
本
で
は
「
こ
の
以
表
を
仏
体
せ
ざ

ら
ん
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
4
）
開
樹
枝
答
他
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ヲ
》

　

開
口
答
他
ト
イ
フ
ハ
開
樹
枝
答
他
ス
ル
ヲ
イ
フ
カ
、
開
西
来
意

答
他
ス
ル
ヲ
イ
フ
カ
（
西
来
意　

十
三
5
ウ
9　

中
389‒

6
）

　

こ
の
例
も
宏
智
広
録
巻
三
の
引
用
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
の
語
句
は
な
い
が
、「
上
樹
口
銜
樹
枝
…
…
若
開
口
答
他

即
喪
身
失
命
…
…
」
と
い
う
よ
う
な
語
句
を
拈
提
し
作
り
出
し
た
語

句
で
あ
る
。
意
味
は
特
別
の
こ
と
は
な
い
。
普
通
な
ら
、
た
だ
口
を

開
い
て
答
え
る
と
こ
ろ
、
口
に
樹
の
枝
を
銜
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、

口
を
開
け
ば
樹
枝
を
は
な
し
落
地
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
よ
う
に

し
て
答
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
引
用
漢
文
か
ら
新

た
に
語
句
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
前
例
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
正
法

眼
蔵
中
の
一
大
特
色
で
あ
る
。

（
5
）
喫
仏
祖
飯
粥
ス
（
1
例
・
自
）
未
1
《
ム
》

　

オ
ノ
オ
ノ
参
飽
ト
オ
モ
フ
ト
イ
ヘ
ト
モ
乳
餅
イ
マ
タ
喫
セ
ス
、

イ
ハ
ン
ヤ
画
餅
ヲ
喫
セ
ン
ヤ
、
イ
ハ
ン
ヤ
喫
仏
祖
粥
飯
セ
ン
ヤ
、

未
有
鉢
盂
ナ
リ
（
菩
提
分
法　

十
二
36
ウ
6　

下
29‒

6
）

　
「
仏
祖
の
粥
飯
を
喫
す
る
」
を
そ
の
ま
ま
、
漢
語
サ
変
動
詞
に
し

た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
、
漢
文
措
辞
の
ま
ま
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま

サ
変
動
詞
化
す
る
手
法
も
正
法
眼
蔵
に
よ
く
見
ら
れ
る
語
法
で
あ

り
、
正
法
眼
蔵
の
文
章
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

（
6
）
及
轉
次
受
決
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ト
》

　

イ
フ
ト
コ
ロ
ハ
授
記
荘
厳
事
カ
ナ
ラ
ス
我
今
従
佛
聞
ナ
リ
、
我

今
従
佛
聞
ノ
及
轉
次
受
決
ス
ル
ト
イ
フ
ハ
身
心
遍
歓
喜
ナ
リ
、
及

轉
次
ハ
我
今
ナ
ル
ヘ
シ
（
授
記　

五
7
ウ
6　

中
85‒

10
）

　

こ
の
例
も（
3
）（
4
）と
同
じ
よ
う
に
、
引
用
漢
文
か
ら
作
ら
れ
た

サ
変
動
詞
で
あ
る
。
直
前
に
「
古
仏
い
は
く
、
我
今
従
佛
聞
授
記
荘

厳
事
、
及
轉
次
受
決
、
身
心
遍
歓
喜
」
と
あ
る
。「
及
轉
次
受
決
ス

ル
」
と
い
う
の
で
は
、
続
き
の
句
を
半
分
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る

が
、「
佛
に
従
っ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
」
の
句
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
我
今
従
佛
聞
ノ
及
轉
次
受
決
ハ
」
と
し
て
し

ま
っ
て
も
同
じ
事
に
な
る
の
に
、
そ
れ
を
サ
変
動
詞
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
正
法
眼
蔵
の
語
法
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。
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（
7
）
見
明
星
悟
道
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
連
体
》

　

山
色
渓
声
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
拈
花
モ
開
演
セ
ス
、
得
髄
モ
依
位
セ

サ
ル
ヘ
シ
、
渓
声
山
色
ノ
功
徳
ニ
ヨ
リ
テ
大
地
有
情
同
時
成
道
シ

見
明
星
悟
道
ス
ル
諸
佛
ア
ル
ナ
リ
（
渓
声　

五
28
ウ
7　

上
139‒

7
）

　

自
然
（
渓
声
山
色
）
の
す
ば
ら
し
い
働
き
に
よ
っ
て
、
釈
迦
牟
尼

佛
か
ら
摩
訶
迦
葉
へ
の
佛
法
の
受
け
渡
し
（
拈
華
微
笑
）
も
、
菩
提

達
磨
か
ら
唐
土
二
祖
慧
可
へ
の
伝
法
（
礼
拝
得
随
）
も
行
わ
れ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
も
そ
も
諸
佛
の
悟
り
自
体
（
見
明
星
悟
道
）、

渓
声
山
色
の
功
徳
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
釈
尊
が
明
星
を
見
て
所
謂

悟
り
を
開
き
、
そ
の
時
、
大
地
有
情
も
同
時
成
道
し
た
と
い
う
こ
と

を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
見
明
星
悟
道
ス
」
自
体
は
「
釈
迦
牟

尼
佛
、
見
明
星
悟
道
曰
、
我
與
大
地
有
情
、
同
時
成
道
」
と
い
う
文

か
ら
出
て
い
る
。

（
8
）
古
仏
為
汝
説
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ニ
》

　

僧
曰
尽
十
方
世
界
是
一
顆
明
珠
、
用
會
作
麼
。
イ
フ
ヘ
シ
、
騎

賊
馬
逐
賊
ナ
リ
、
古
仏
為
汝
説
ス
ル
ニ
ハ
異
類
中
行
ナ
リ
、
シ
ハ

ラ
ク
回
向
返
照
ス
ヘ
シ
（
一
顆　

二
19
オ
2　

上
91‒

14
）

　

こ
れ
は
、
漢
文
「
古
仏
為
汝
説
」
を
そ
の
ま
ま
サ
変
動
詞
化
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
9
）
身
心
遍
歓
喜
ス
（
1
例
・
自
）
用
1
《
モ
テ
ユ
ク
》

　

轉
次
ノ
道
理
シ
ハ
ラ
ク
モ
一
隅
ニ
ト
ヽ
マ
リ
ヌ
ル
コ
ト
ナ
シ
、

身
心
遍
歓
喜
シ
モ
テ
ユ
ク
ナ
リ
、
歓
喜
ナ
ル
及
轉
次
受
決
カ
ナ
ラ

ス
身
ト
同
参
シ
テ
遍
参
シ
、
心
ト
同
参
シ
テ
遍
参
ス
（
授
記　

五

7
ウ
10　

中
85‒

14
）

　
（
6
）
と
同
じ
引
用
文
中
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

（
10
）
巡
堂
前
一
匝
ス
（
1
例
・
自
）
用
1
《
テ
》

　

施
主
揖
聖
僧
ヲ
ハ
リ
テ
知
客
ニ
シ
タ
カ
ヒ
テ
雲
堂
前
ニ
イ
テ
ヽ

巡
堂
前
一
匝
シ
テ
ナ
ホ
雲
堂
内
ニ
入
テ
聖
僧
ニ
ム
カ
ヒ
テ
拝
三
拝

ス
（
看
経　

六
33
オ
8　

上
311‒

2
）

　

施
主
が
看
経
を
請
う
た
と
き
の
作
法
を
示
し
て
い
る
。「
堂
前

（
外
単
）
を
巡
る
こ
と
一
匝
し
て
」
も
う
一
度
、
堂
内
に
入
る
。

（
11
）
説
法
於
説
法
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ハ
》

　

説
法
於
説
法
ス
ル
ハ
仏
祖
所
嘱
於
仏
祖
ノ
見
成
公
按
ナ
リ
。
コ
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ノ
説
法
ハ
法
説
ナ
リ
。
有
情
ニ
ア
ラ
ス
、
無
情
ニ
ア
ラ
ス
、
有
為

ニ
ア
ラ
ス
、
無
為
ニ
ア
ラ
ス
、
有
為
無
為
ノ
因
縁
ニ
ア
ラ
ス
、
説

縁
起
ノ
法
ニ
ア
ラ
ス
（
無
情　

十
2
オ
3　

中
269‒

3
）

　

説
法
に
お
い
て
説
法
す
る
の
は
、
仏
祖
が
仏
祖
に
法
を
付
嘱
す
る

あ
り
の
ま
ま
の
姿
で
あ
る
。
説
法
を
説
法
す
る
と
は
、
説
法
そ
の
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
仏
祖
が
法
を
付
属
す
る
姿
だ
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
引
用
文
に
依
れ
ば
、
有
情
（
生
命
体
＝
人

間
・
天
人
等
）
が
説
く
の
で
は
な
い
し
、
無
情
（
無
生
命
体
＝
山
川

草
木
）
が
説
く
の
で
も
な
い
。
こ
と
さ
ら
説
く
の
で
も
な
く
、
自
ず

か
ら
説
く
の
で
も
な
い
。「
こ
と
さ
ら
」
と
か
「
自
ず
か
ら
」
と
い

う
、
そ
う
し
た
原
因
が
あ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
縁
起

の
法
に
よ
ら
な
い
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　

こ
の
サ
変
動
詞
は
特
に
そ
の
典
拠
は
持
た
な
い
。「
説
法
に
於
い

て
説
法
す
る
」
と
い
う
漢
文
措
辞
そ
の
ま
ま
を
サ
変
動
詞
化
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
12
）
大
展
禮
三
拝
ス
（
1
例
・
自
）
用
1
《
テ
》

　

首
座
大
衆
ヲ
ヒ
キ
テ
入
堂
シ
戒
臘
ニ
ヨ
リ
テ
巡
堂
立
定
ス
、
知

事
入
堂
シ
聖
僧
前
ニ
テ
大
展
禮
三
拝
シ
テ
オ
ク
（
安
居　

十
五
17

オ
5　

下
89‒

13
）

　

四
月
十
五
日
夏
安
居
に
入
る
と
き
の
種
々
の
行
事
を
『
禅
苑
清

規
』
の
記
述
に
従
っ
て
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
部
分
、

こ
の
本
文
だ
け
を
見
て
い
る
と
、「
オ
ク
」
と
い
う
の
が
何
の
こ
と

か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
こ
の
部
分
に
異
文
は
な
い
。
清
規
本
文
の

「
知
事
入
堂
、
聖
僧
前
大
展
禮
三
拝
起
」
の
「
起
」
を
そ
う
読
ん
だ

の
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
な
ら
、
こ
こ
は
「
た
つ
」
が
適
切
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
れ
に
似
た
文
章
が
、
こ
の
直
ぐ
あ
と
に
あ
る
。「
住

持
人
入
堂
、
聖
僧
前
に
し
て
焼
香
、
大
展
三
拝
起
」
こ
の
文
の

「
起
」
を
岩
波
文
庫
本
は
衛
藤
即
応
氏
校
注
本
も
、
最
新
の
水
野
弥

穂
子
氏
校
注
本
も
共
に
「
起
ク
」
と
し
て
る
。
大
久
保
道
舟
氏
の
道

元
禅
師
全
集
本
は
「
起
ツ
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
前
の
、
今

問
題
と
し
て
い
る
部
分
は
「
お
く
」
で
あ
る
。
同
じ
漢
文
か
ら
出
て

い
る
の
に
「
お
く
」
と
「
た
つ
」
と
違
う
の
も
何
と
な
く
し
っ
く
り

来
な
い
。
意
味
は
ま
さ
し
く
「
立
つ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
前
後
に
は
た
と
え
ば
「
大
衆
ニ
ム
カ
フ
テ
タ
ツ
」「
叉
手
シ

テ
タ
ツ
」「
ク
ラ
ヰ
ニ
ヨ
リ
テ
タ
チ
」
な
ど
幾
つ
も
「
立
つ
」
と
い

う
語
が
あ
る
。
道
元
禅
師
が
こ
の
「
起
」
を
「
お
く
」
と
訓
読
し
て

「
オ
ク
」
と
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
は
あ
と
の
例
の
ご
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と
く
「
大
展
禮
三
拝
起
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
後
人
が
一

方
だ
け
「
オ
ク
」
と
訓
読
し
て
本
文
化
し
、
一
方
は
そ
の
ま
ま
残
し

て
お
い
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
13
）
脱
落
一
件
事
ス
（
1
例
・
自
）
未
1
《
ズ
》

　

コ
ノ
一
段
ノ
因
縁
ヲ
検
点
ス
ル
ニ
湛
堂
ナ
ヲ
宗
杲
ヲ
ユ
ル
サ

ス
、
タ
ヒ
タ
ヒ
開
発
ヲ
擬
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
ツ
ヰ
ニ
欠
一
件
事
ナ

リ
、
補
一
件
事
ア
ラ
ス
、
脱
落
一
件
事
セ
ス
、
微
和
尚
ソ
ノ
カ
ミ

嗣
書
ヲ
ユ
ル
サ
ス
、
ナ
ン
チ
イ
マ
タ
シ
キ
コ
ト
ア
リ
ト
勧
励
ス

ル
、
微
和
尚
ノ
観
機
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
コ
ト
信
仰
ス
ヘ
シ
（
自
証　

十
四
24
オ
9　

下
50‒

7
）

　

大
慧
宗
杲
が
洞
山
微
和
尚
の
も
と
で
参
学
し
て
い
た
と
き
、
臂
香

嗣
書
の
法
が
あ
る
と
き
い
て
、
し
き
り
に
嗣
書
を
微
和
尚
に
請
う
た

が
、
微
和
尚
が
許
さ
な
か
っ
た
。
其
の
後
湛
堂
の
も
と
に
参
じ
た
因

縁
を
挙
げ
た
後
に
、
道
元
禅
師
が
下
し
た
評
語
で
あ
る
。

　
「
一
件
事
」
と
は
、
湛
堂
の
言
葉
の
中
の
「
祗
是
儞
有
㍼一
件
事
未

在
㊥
爾
還
知
否
。
杲
云
、
甚
麼
事
未
在
。
湛
堂
云
、
爾
祗
欠
㍼這
一

解
㍽在
。
㘞
。
若
爾
作
㍼不
得
這
一
解
㍽…
…
」
の
語
句
に
よ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
一
件
事
と
は
、
何
か
。
宗
杲
は
ほ
と
ん
ど
何
も
か
も
習

得
し
て
い
た
が
、
こ
の
一
件
事
だ
け
が
な
か
っ
た
。
言
葉
で
言
え
ば

「
最
も
大
切
な
究
極
の
こ
と
」
と
で
も
言
う
べ
き
所
で
あ
る
。「
脱
落

一
件
事
セ
ズ
」
と
は
、
そ
れ
を
「
脱
落
」
し
て
い
な
い
の
意
で
あ

る
。
大
事
な
と
こ
ろ
が
、
ま
だ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
14
）
超
出
成
正
覚
ス
（
1
例
・
自
）
已
1
《
バ
》

　

シ
ル
ヘ
シ
、
衆
生
モ
シ
超
出
成
正
覚
ス
レ
ハ
仏
祖
ナ
リ
、
仏
祖

ノ
師
資
ナ
リ
、
仏
祖
ノ
皮
肉
骨
髄
ナ
リ
（
轉
法　

十
四
6
ウ
9　

下
40‒

6
）

　

普
通
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
つ
ま
り
、
普
通
の
日
本
語
の
語
法
に

依
れ
ば
、「
成
正
覚
を
超
出
す
れ
ば
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
引
用

漢
文
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
こ
の
よ
う
な
表
現
を
す
る
の
は
、
た
び
た

び
指
摘
す
る
よ
う
に
正
法
眼
蔵
の
文
章
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
例
は
、
根
拠
に
な
る
本
文
は
な
い
。
漢
文
の
措
辞
を
そ
の
ま
ま
用

い
て
サ
変
動
詞
化
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
正
法
眼
蔵
に
よ
く
見
ら
れ

る
語
法
で
あ
る
。

（
15
）
展
坐
具
礼
拝
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ナ
リ
》

　

香
ヲ
タ
テ
オ
ハ
リ
テ
叉
手
シ
テ
右
ヘ
メ
ク
リ
テ
ア
ユ
ミ
テ
正
面
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ニ
イ
タ
リ
テ
和
尚
ニ
ム
カ
ヒ
テ
曲
躬
如
法
問
訊
シ
オ
ハ
リ
テ
展
坐

具
礼
拝
ス
ル
ナ
リ
、拝
ハ
九
拝
ア
ル
イ
ハ
十
二
拝
ス
ル
ナ
リ
、拝
シ

オ
ハ
リ
テ
収
坐
具
シ
テ
問
訊
ス（
陀
羅　

十
30
オ
3　

中
289‒

4
）

　
「
坐
具
を
展
べ
て
礼
拝
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
前
項
で
述
べ
た
こ

と
が
そ
の
ま
ま
通
ず
る
。
た
だ
、
こ
の
例
の
方
が
名
詞
と
し
て
も
使

わ
れ
る
の
で
、
前
項
の
例
よ
り
慣
用
度
は
高
い
。

（
16
）
転
面
向
壁
臥
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
終
止
》

　

大
溈
ア
ル
ト
キ
臥
セ
ル
ニ
仰
山
来
参
ス
、
大
溈
ス
ナ
ハ
チ
転
面

向
壁
臥
ス
、
仰
山
イ
ハ
ク
恵
寂
コ
レ
和
尚
ノ
弟
子
ナ
リ
、
形
迹
モ

チ
ヰ
サ
レ
、
大
溈
オ
ク
ル
勢
ヲ
ナ
ス
、
仰
山
ス
ナ
ハ
チ
イ
ツ
ル
、

大
溈
召
シ
テ
寂
子
ト
メ
ス
、
仰
山
カ
ヘ
ル
、
大
溈
イ
ハ
ク
、
老
僧

ユ
メ
ヲ
ト
カ
ン
、
キ
ク
ヘ
シ
、
仰
山
カ
ウ
ヘ
ヲ
タ
レ
テ
聴
勢
ヲ
ナ

ス
、
大
溈
イ
ハ
ク
ワ
カ
タ
メ
ニ
原
夢
セ
ヨ
、
ミ
ン
、
仰
山
一
盆
ノ

水
、
一
条
ノ
手
巾
ヲ
ト
リ
テ
キ
タ
ル
、
大
溈
ツ
イ
ニ
洗
面
ス
（
神

通　

八
3
ウ
5　

上
377‒

12
）

　

大
溈
は
弟
子
の
仰
山
が
や
っ
て
来
た
の
を
見
て
、
く
る
っ
と
壁
の

方
に
寝
返
り
を
う
っ
た
。
仰
山
は
ど
う
ぞ
そ
の
ま
ま
で
と
言
う
と
大

溈
は
起
き
よ
う
と
し
た
。
仰
山
は
出
て
行
っ
た
が
、
呼
び
止
め
ら
れ

た
。
そ
れ
で
引
き
返
し
た
。
大
溈
は
「
夢
を
見
た
の
で
話
そ
う
、
聞

き
な
さ
い
」
と
。
仰
山
は
聞
く
格
好
を
し
た
。
大
溈
は
「
私
の
た
め

に
、
夢
説
き
を
し
て
く
れ
、
聞
こ
う
」。
そ
こ
で
、
仰
山
は
手
洗
い

に
水
と
手
ぬ
ぐ
い
を
持
っ
て
き
た
。
大
溈
は
顔
を
洗
っ
た
。

　

こ
の
「
神
通
」
の
巻
に
言
う
神
通
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
次
に

は
、
又
、
弟
子
の
香
厳
が
や
っ
て
き
た
の
に
対
し
て
、「
ワ
レ
、
適

来
寂
子
と
一
上
ノ
神
通
ヲ
ナ
ス
、
不
同
小
小
ナ
リ
」
と
。
香
厳
は
そ

の
様
子
を
聞
い
て
い
た
と
い
う
。
大
溈
は
「
汝
コ
コ
ロ
ミ
ニ
道
取
ス

ヘ
シ
」
と
。
香
厳
は
す
か
さ
ず
一
椀
の
茶
を
点
来
し
た
。
大
溈
は
二

人
を
ほ
め
た
。

　

佛
道
の
神
通
と
は
、
何
の
不
思
議
も
な
い
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
示
し
た
。

　

こ
の
「
転
面
向
壁
臥
ス
」
も
特
別
の
典
拠
の
あ
る
言
葉
で
は
な
い

が
、「
面
を
転
じ
て
壁
に
向
か
っ
て
臥
す
」
の
意
を
漢
文
の
措
辞
の

侭
で
サ
変
動
詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
17
）
吐
却
七
八
箇
ス
（
1
例
・
自
）
用
1
《
中
止
》

　

身
上
出
佛
ナ
リ
、
身
下
出
佛
ナ
リ
、
身
上
出
祖
ナ
リ
、
身
上
出

無
量
阿
僧
祇
劫
ナ
リ
、
身
下
出
無
量
阿
僧
祇
劫
ナ
リ
、
身
上
出
法
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界
海
ナ
リ
、
身
上
入
法
界
海
ナ
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ス
、
サ
ラ
ニ
世
界

國
土
ヲ
吐
却
七
八
箇
シ
、
呑
却
両
三
個
セ
ム
コ
ト
モ
マ
タ
カ
ク
ノ

コ
ト
シ
（
神
通　

八
8
オ
7　

上
382‒

8
）

　

前
項
の
よ
う
な
神
通
妙
用
を
語
っ
た
あ
と
、
佛
道
に
は
、
人
知
を

尽
く
し
て
は
か
る
こ
と
の
出
来
る
ば
か
り
の
も
の
と
は
言
え
な
い
、

と
し
て
、
挙
げ
ら
れ
た
例
で
あ
る
。
言
葉
と
し
て
は
漢
語
漢
文
の
措

辞
を
そ
の
ま
ま
サ
変
動
詞
化
し
て
い
る
点
、
前
述
し
た
も
の
と
同
じ

で
あ
る
。
こ
の
例
に
も
、
特
に
出
典
は
な
い
。（
20
）
の
「
呑
却
両

三
箇
ス
」
も
こ
こ
に
出
て
い
る
。「
呑
」
は
「
吐
」
の
対
で
あ
る
。

（
18
）
突
出
来
相
見
ス
（
1
例
・
他
）
未
1
《
ラ
ル
》

　

或
従
経
巻
ノ
ト
キ
自
己
ノ
皮
肉
骨
髄
ヲ
参
究
シ
自
己
ノ
皮
肉
骨

髄
ヲ
脱
落
ス
ル
ト
キ
桃
花
眼
睛
ツ
カ
ラ
突
出
来
相
見
セ
ラ
ル
、
竹

声
耳
根
ツ
カ
ラ
霹
靂
相
聞
セ
ラ
ル
（
自
証　

十
四
18
オ
9　

下

44‒

1
）

　

霊
雲
志
勤
（
溈
山
霊
祐
の
弟
子
、
桃
の
花
の
開
く
の
を
見
て
大
悟

し
た
と
い
う
）
の
因
縁
に
関
わ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
自
己
の
皮

肉
骨
髄
を
脱
落
し
た
と
き
（
と
い
う
の
は
、
全
て
の
身
心
の
拘
束
を

出
し
て
自
由
に
な
っ
た
と
き
）、
霊
雲
が
そ
の
開
化
を
見
て
悟
っ
た

と
い
う
桃
の
花
は
、
霊
雲
の
眼
そ
の
も
の
が
自
ら
飛
び
出
し
て
き
て

出
会
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
な
お
、
テ
キ

ス
ト
に
よ
っ
て
は
、「
突
出
相
見
」
と
「
来
」
字
の
な
い
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
で
も
通
じ
る
が
、「
来
」
は
あ
る
方
が
分
か
り
や
す
い
。

な
お
、
こ
の
例
、
注
の
⑤
に
お
い
て
は
、
漢
字
四
字
の
例
と
し
て
掲

げ
て
あ
り
、
漢
字
五
字
の
例
と
し
て
は
掲
げ
て
な
い
。
さ
ら
に
、
⑲

で
（
265
）
と
し
て
用
例
が
掲
げ
て
あ
る
。

　

後
半
は
、
同
様
に
香
厳
智
閑（
同
じ
く
溈
山
霊
祐
の
弟
子
、竹
に
当

た
っ
た
石
の
出
し
た
音
を
聞
い
て
大
悟
し
た
と
い
う
）
の
こ
と
を
挙

し
た
も
の
。
竹
の
声
は
、
香
厳
智
閑
の
耳
そ
の
も
の
が
そ
の
雷
に
も

喩
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
音
声
に
出
会
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
例
自
体
は
、「
突
出
し
て
来
て
相
見
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と

を
一
語
に
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
19
）
都
撥
転
渾
身
ス
（
1
例
・
他
）
未
1
《
ラ
ル
》

　

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
渾
身
ノ
活
計
ニ
都
撥
転
渾
身
セ
ラ
ル
ヽ
而
今
ナ
リ

（
家
常　

十
二
23
ウ
8　

中
373‒

4
）

　

乾
坤
院
本
「
都
」
の
下
に
「
ト
」
と
あ
り
、「
ヒ
」
と
こ
れ
が
衍

字
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
和
文
と
漢
文
の
論
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理
が
、
一
つ
の
文
の
中
で
融
合
さ
れ
た
よ
う
な
趣
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、「
渾
身
の
活
計
（
活
動
）
に
よ
っ
て
、
都
（
全
て
）
渾
身
が
撥

転
さ
れ
る
而
今
（
今
＝
時
）
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
で
あ
る
。

「
撥
転
」
は
「
撥
無
さ
れ
て
転
ず
る
」、「
転
回
す
る
」
と
い
う
よ
う

な
意
に
解
さ
れ
る
。
こ
の
例
は
、
漢
文
の
論
理
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

た
一
文
あ
る
い
は
一
句
が
そ
の
ま
ま
サ
変
動
詞
化
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
一
々
そ
の
自
動
詞
・
他
動
詞
の
区
別
が
し
て
あ

る
。
こ
の
例
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
こ
う
い
う
も
の
に
つ
い

て
そ
れ
を
言
う
の
は
意
味
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
全
体
と
し

て
、
自
他
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
を
目
安
に
し
て
、
記
し
て
あ
る

こ
と
を
承
知
さ
れ
た
い
。

（
20
）
呑
却
両
三
箇
ス
（
1
例
・
自
）
未
1
《
ム
》

　

例
（
17
）
の
項
に
既
出
。

（
21
）
與
百
丈
一
掌
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
連
体
中
止
》

　

黄
蘗
近
前
ス
、
亡
前
失
後
ナ
リ
、
與
百
丈
一
掌
ス
ル
、
ソ
コ
バ

ク
ノ
野
狐
変
ナ
リ
（
大
修
行　

十
四
16
ウ
2　

下
64‒

4
）

　

こ
の
「
大
修
行
」
巻
の
最
初
に
あ
る
「
天
聖
広
燈
録
」
百
丈
章
か

ら
の
引
用
の
中
の
「
檗
近
前
、
與
師
一
掌
」
の
部
分
の
「
師
」
を

「
百
丈
」
と
し
た
も
の
、「
百
丈
に
一
掌
を
与
え
る
」
の
意
の
語
句
を

サ
変
動
詞
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
例
は
、「
百
丈
に

一
掌
を
与
え
る
こ
と
、
そ
れ
は
ソ
コ
バ
ク
ノ
野
狐
変
で
あ
る
（
そ
れ

だ
け
の
化
け
狐
な
の
で
あ
る
）」
の
意
に
な
り
、
国
文
法
で
は
注
意

さ
れ
な
い
連
体
形
の
用
法
で
あ
り
、
た
び
た
び
指
摘
し
て
い
る
が
、

重
要
な
連
体
形
の
用
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
「
〜
す
る
こ
と
、
そ

れ
は
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
を
表
す
用
法
で
あ
る
。

　

漢
字
五
字
の
サ
変
動
詞
は
以
上
二
十
一
語
、
二
十
一
例
で
あ
る
。

四
字
漢
字
の
サ
変
動
詞
や
、
八
字
漢
字
の
サ
変
動
詞
の
場
合
は
、
二

字
漢
字
サ
変
動
詞
を
重
ね
て
い
く
と
い
う
構
成
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
五
字
の
場
合
は
、
そ
う
い
う
例
は
当
然
な
が

ら
無
く
、
全
体
で
一
文
あ
る
い
は
一
句
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
す
べ
て
一
回
だ
け
の
使
用
で
あ
る
。
こ
の
、
一
回
だ

け
の
使
用
と
い
う
こ
と
は
、
字
数
の
多
い
も
の
は
、
慣
用
的
な
も
の

が
あ
る
場
合
以
外
大
体
共
通
す
る
。

 

（
漢
字
五
字
の
項
終
わ
り
）
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二
、
漢
字
六
字
サ
変
動
詞
の
例
を
掲
げ
る

（
1
）
一
面
出
両
面
出
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ヲ
》

　

作
佛
ト
道
取
ス
ル
ハ
イ
カ
ニ
ア
ル
ヘ
キ
ソ
、
ホ
ト
ケ
ニ
作
佛
セ

ラ
ル
ヽ
ヲ
作
佛
ト
道
取
ス
ル
カ
、
ホ
ト
ケ
ヲ
作
佛
ス
ル
ヲ
作
佛
ト

道
取
ス
ル
カ
、
ホ
ト
ケ
ノ
一
面
出
両
面
出
ス
ル
ヲ
作
佛
ト
道
取
ス

ル
カ
、
図
作
佛
ハ
脱
落
ニ
シ
テ
脱
落
ナ
ル
図
作
佛
カ
（
坐
箴　

三

6
ウ
4　

上
399‒

12
）

　

高
橋
賢
陳
氏
に
依
れ
ば
、「
仏
の
面
目
が
一
面
二
面
（
あ
の
よ
う

に
、
こ
の
よ
う
に
）
と
現
れ
る
の
を
作
佛
と
言
っ
た
の
か
」
と
あ

る
。
特
別
出
典
が
あ
る
言
葉
で
は
な
く
、
道
元
禅
師
の
作
り
出
し
た

言
葉
と
思
わ
れ
る
。「
一
面
が
出
、
両
面
が
出
る
」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

（
2
）
開
西
来
意
答
他
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ヲ
》

　

開
口
答
他
ト
イ
フ
ハ
開
樹
枝
答
他
ス
ル
ヲ
イ
フ
カ
、
開
西
来
意

答
他
ス
ル
ヲ
イ
フ
カ
、
モ
シ
開
西
来
意
答
他
ニ
ア
ラ
ス
ハ
答
西
来

意
ニ
ア
ラ
ス
（
西
来
意　

十
三
5
ウ
9　

中
389‒

7
）

　

こ
の
西
来
意
の
巻
の
初
め
に
あ
る
宏
智
広
録
巻
三
の
引
用
か
ら
出

て
き
た
も
の
で
、
前
項
（
4
）
で
こ
の
例
文
に
出
て
い
る
「
開
樹
枝

答
他
ス
」
に
つ
い
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
の
ま
ま
の

語
句
は
な
い
。「
上
樹
口
銜
樹
枝
…
…
若
開
口
答
他
即
喪
身
失
命

…
…
」
の
中
か
ら
拈
提
し
た
語
句
で
あ
る
。
意
味
は
特
別
の
こ
と
は

な
い
。
口
を
開
い
て
答
え
る
と
こ
ろ
、
西
来
意
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
西
来
意
を
開
い
て
答
え
る
、
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
う
引
用
漢
文
か
ら
新
た
に
語
句
を
作
り
出
す
こ
と
は
、
正
法

眼
蔵
の
用
語
の
一
特
色
で
あ
る
。

（
3
）
火
焔
同
転
法
輪
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
ト
》

　

火
焔
ノ
三
世
諸
佛
ノ
タ
メ
ニ
説
法
ノ
ト
キ
三
世
諸
佛
立
地
聴
法

ス
ト
ハ
シ
レ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
火
焔
転
法
輪
ノ
ト
コ
ロ
ニ
火
焔
立
地

聴
法
ス
ト
シ
ラ
ス
、
火
焔
転
法
輪
ノ
ト
コ
ロ
ニ
火
焔
同
転
法
輪
ス

ト
イ
ハ
ス
（
行
佛
威
儀　

二
13
ウ
10　

上
358‒

14
）

　

圜
悟
禅
師
語
録
十
九
に
、
雪
峰
真
覚
大
師
と
玄
沙
師
備
の
「
三
世

諸
佛
在
火
焔
裏
転
大
法
輪
」「
火
焔
為
三
世
諸
佛
説
法
、
三
世
諸
佛

立
地
聴
」
と
い
う
言
葉
に
圜
悟
が
言
葉
を
添
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を

引
い
て
拈
提
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
変
動
詞
は
「
火
焔
が
同
じ

く
法
輪
を
転
ず
る
」
と
い
う
漢
文
を
そ
の
ま
ま
サ
変
化
す
る
も
の
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で
、
正
法
眼
蔵
で
一
般
的
な
造
語
法
で
あ
る
。

（
4
）
火
焔
立
地
聴
法
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
ト
》

　

前
の
例
文
の
中
に
あ
る
。「
火
焔
が
立
っ
て
法
を
聞
く
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

（
5
）
曲
躬
如
法
問
訊
ス
（
1
例
・
自
）
用
1
《
動
詞
》

　

香
ヲ
タ
テ
オ
ハ
リ
テ
叉
手
シ
テ
右
ヘ
メ
ク
リ
テ
ア
ユ
正
面
ニ
イ

タ
リ
テ
和
尚
ニ
ム
カ
ヒ
テ
曲
躬
如
法
問
訊
シ
オ
ハ
リ
テ
展
坐
具
礼

拝
ス
ル
ナ
リ
（
陀
羅
尼　

十
30
オ
3　

中
289‒

4
）

　
「
躬
（
＝
身
）
を
曲
げ
て
法
の
ご
と
く
問
訊
す
る
」
を
こ
の
よ
う

に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
出
典
の
あ
る
言
葉
で
は
な
い
。

「
曲
躬
す
」「
如
法
」「
問
訊
す
」
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後

の
「
問
訊
」
を
前
の
二
つ
の
語
が
修
飾
し
て
い
る
。

（
6
）
見
聞
読
誦
解
義
ス
（
1
例
・
他
）
未
1
《
ズ
》

　

佛
祖
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
経
巻
ヲ
見
聞
読
誦
解
義
セ
ス
、
佛
祖
参
学

ヨ
リ
カ
ツ
カ
ツ
経
巻
ヲ
参
学
ス
ル
ナ
リ
（
看
経　

六
26
ウ
2　

上

303‒

10
）

　

見
聞
・
読
誦
・
解
義
（
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
二
字
で
も
サ
変
動
詞
化
す

る
、
七
十
五
巻
本
正
法
眼
蔵
中
に
「
見
聞
ス
」
は
八
十
八
例
、「
読

誦
ス
」
は
一
例
あ
る
。「
解
義
ス
」
は
な
い
）
を
重
ね
て
一
つ
の
サ

変
動
詞
と
し
て
い
る
。
上
記
の
ご
と
く
、「
解
義
ス
」
は
単
独
で
は

な
い
が
、
八
字
サ
変
動
詞
の
中
に
、「
受
持
読
誦
解
説
書
写
ス
」
と

い
う
の
が
あ
る
。「
解
義
」
は
全
体
で
こ
の
一
例
し
か
な
い
し
、「
解

説
」
も
こ
の
他
に
一
例
あ
る
の
み
で
あ
る
（
七
十
五
巻
本
所
収
の
巻

以
外
に
一
例
あ
る
）。
こ
の
こ
と
は
、
道
元
禅
師
の
経
文
に
対
す
る

あ
る
種
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
7
）
索
拳
頭
奉
拳
頭
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
ベ
シ
》

　

コ
ノ
ユ
ヘ
ニ
法
王
法
如
是
ナ
リ
、
使
得
十
二
時
コ
レ
索
仙
陀
婆

ナ
リ
、
被
十
二
時
使
索
仙
陀
婆
ナ
リ
、
索
拳
頭
奉
拳
頭
ス
ヘ
シ
、

索
払
子
奉
払
子
ス
ヘ
シ
、
シ
カ
ア
レ
ト
モ
イ
マ
大
宋
国
ノ
諸
山
ニ

ア
ル
長
老
ト
称
ス
ル
ト
モ
カ
ラ
仙
陀
婆
ス
ヘ
テ
夢
也
未
見
在
ナ

リ
、
苦
哉
苦
哉
、
祖
道
陵
夷
ナ
リ
、
苦
学
オ
コ
タ
ラ
サ
レ
（
仙
陀

婆　

十
五
40
ウ
2　

下
116‒

5
）

　
「
仙
陀
婆
」
は
梵
語
の
音
訳
、
こ
れ
に
当
た
る
訳
語
は
見
ら
れ
な

い
。
一
名
四
実
な
ど
と
言
わ
れ
、「
水
」「
塩
」「
器
」「
馬
」
を
言
う
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と
さ
れ
る
。
こ
の
一
語
の
中
に
四
義
を
含
む
。
王
が
「
仙
陀
婆
」
を

求
め
（
＝
索
）
た
時
、
臣
下
は
直
ち
に
そ
の
求
め
て
い
る
も
の
を
察

し
て
持
参
し
た
と
い
う
。
五
字
サ
変
動
詞
の
中
の
「（
16
）
転
面
向

壁
臥
ス
」
の
な
か
で
示
さ
れ
た
、「
神
通
」
の
妙
用
に
通
じ
る
も
の

が
あ
る
。

　

次
の
「
索
払
子
奉
払
子
ス
」
と
語
構
成
は
同
じ
で
、「
拳
頭
を
索

め
れ
ば
、
拳
頭
を
奉
る
」「
払
子
を
索
め
れ
ば
払
子
を
奉
る
」
を
そ

の
ま
ま
、
サ
変
動
詞
化
し
た
の
で
あ
る
。

（
8
）
索
払
子
奉
払
子
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
ベ
シ
》

　

用
例
は
、
前
項
に
掲
示
し
た
。

（
9
）
直
須
功
夫
勤
学
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
ベ
シ
》

　

シ
カ
ア
レ
ト
モ
微
和
尚
ユ
ル
サ
ス
、
ツ
ヰ
ニ
イ
ハ
ク
、
ナ
ン
チ

嗣
書
ヲ
要
セ
ハ
倉
卒
ナ
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
、
直
須
功
夫
勤
学
ス
ヘ

シ
、
佛
祖
受
授
不
㍼妄
付
授
㍽也
、
吾
不
㊦惜
付
授
㊥
只
是
你
未
㍾

具
㍾眼
在
。（
自
証　

十
四
23
オ
5　

下
49‒

5
）〔
惜
に
二
脱
か
〕

　

こ
の
部
分
、
岩
波
文
庫
本
（
永
平
寺
版
を
も
と
に
し
て
い
る
）

は
、
以
下
の
漢
文
形
式
同
様
、
そ
の
前
部
分
に
な
っ
て
お
り
、
訓
点

が
つ
い
て
「
直
ニ
須
ク
功
夫
勤
学
ス
ベ
シ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
例

は
、
ま
さ
に
そ
れ
を
一
漢
語
サ
変
動
詞
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
10
）
出
世
度
人
説
法
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ニ
》

　

黄
梅
ノ
会
ニ
投
シ
テ
八
ケ
月
ネ
フ
ラ
ス
ヤ
ス
マ
ス
昼
夜
ニ
米
ヲ

ツ
ク
、
夜
半
ニ
衣
鉢
ヲ
正
伝
ス
、
得
法
已
後
ナ
ホ
石
臼
ヲ
オ
ヒ
ア

リ
キ
テ
米
ヲ
ツ
ク
コ
ト
八
年
ナ
リ
、
出
世
度
人
説
法
ス
ル
ニ
モ
コ

ノ
石
臼
ヲ
サ
シ
オ
カ
ス
、
奇
世
ノ
行
持
ナ
リ
（
行
持
上　

三
44
オ

3　

中
20‒

14
）

　

六
祖
恵
能
の
行
持
を
述
べ
る
く
だ
り
で
あ
る
。「
世
に
出
現
し
、

人
を
度
し
法
を
説
く
」
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
、「
出
世
」「
度

人
」「
説
法
」
そ
れ
ぞ
れ
も
サ
変
動
詞
化
す
る
。
七
十
五
巻
本
正
法

眼
蔵
中
に
「
出
世
ス
」
は
四
例
、「
説
法
ス
」
は
十
例
あ
る
。「
度
人

ス
」
は
な
い
。

（
11
）
説
著
行
著
証
著
ス
（
1
例
・
他
）
未
1
《
ム
》

　

イ
ハ
ユ
ル
六
祖
道
ノ
無
常
ハ
外
道
二
乗
等
ノ
測
度
ニ
ア
ラ
ス
、

二
乗
外
道
ノ
鼻
祖
鼻
末
ソ
レ
無
常
ナ
リ
ト
イ
フ
ト
モ
カ
レ
ラ
窮
盡

ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
シ
カ
ア
レ
ハ
無
常
ミ
ツ
カ
ラ
無
常
ヲ
説
著
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行
著
証
著
セ
ン
ハ
ミ
ナ
無
常
ナ
ル
ヘ
シ
（
仏
性　

一
17
ウ
7　

上

325‒
7
）

　
「
著
」
は
「
着
」
と
同
じ
く
、
動
詞
に
付
け
ら
れ
る
接
辞
で
あ

る
。
語
意
を
強
め
る
た
め
に
用
い
る
。「
説
き
、
行
い
、
証
す
る
」

を
重
ね
て
一
つ
に
表
現
し
た
も
の
。
独
立
し
て
「
説
著
ス
」
六
例
、

「
証
著
ス
」
二
例
が
あ
る
。「
行
著
ス
」
は
無
い
。

（
12
）
搭
袈
裟
帯
坐
具
ス
（
1
例
・
自
）
用
1
《
テ
》

　

知
事
搭
袈
裟
帯
坐
具
シ
テ
首
座
ニ
相
見
ス
ル
ト
キ
ア
ル
イ
ハ
両

展
三
拝
シ
オ
ハ
リ
テ
牓
ヲ
首
座
ニ
呈
ス
（
安
居　

十
五
14
ウ
7　

下
86‒

15
）

　
「
袈
裟
を
搭
し
、
坐
具
を
帯
す
」
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
も
の
。

「
搭
袈
裟
ス
」
は
独
立
サ
変
動
詞
と
し
て
も
一
例
あ
る
。「
帯
坐
具

ス
」
は
無
い
が
、「
坐
具
」
に
関
し
て
は
、「
収
坐
具
ス
」「
展
坐
具

ス
」
が
各
一
例
あ
る
。

（
13
）
得
吾
皮
肉
骨
髄
ス
（
1
例
・
自
）
体
1
《
ト
キ
》

　

ア
ル
ト
キ
ハ
一
道
ノ
放
屁
声
ナ
リ
、
放
尿
香
ナ
リ
、
鼻
孔
ア
ル

ハ
齅
得
ス
、
耳
処
身
処
行
履
ア
ル
ニ
聴
取
ス
ル
ナ
リ
、
又
得
吾
皮

肉
骨
髄
ス
ル
ト
キ
ア
リ
、
サ
ラ
ニ
行
得
ニ
他
ヨ
リ
エ
サ
ル
モ
ノ
ナ

リ
（
行
佛　

二
9
オ
9　

上
353‒

10
）

　

放
屁
・
放
尿
も
そ
れ
ぞ
れ
行
履
（
＝
日
常
の
所
作
）
で
あ
る
。

「
得
吾
皮
肉
骨
髄
」
は
達
磨
大
師
が
二
祖
慧
可
の
他
の
弟
子
達
に
そ

れ
ぞ
れ
「
得
皮
」「
得
肉
」「
得
骨
」「
得
髄
」
と
証
明
し
た
の
を
一

つ
に
し
た
も
の
で
、
要
す
る
に
「
我
が
法
を
得
た
」
と
い
う
こ
と

「
修
行
者
が
佛
祖
の
真
髄
を
得
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
他
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
己
の
行
履
の
中
か
ら
会

得
す
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
。

（
14
）
傍
観
脱
野
狐
身
ス
（
1
例
・
自
）
止
1
《
ト
》

　

今
百
丈
ノ
一
転
語
ニ
ヨ
リ
テ
先
百
丈
五
百
生
ノ
野
狐
タ
チ
マ
チ

ニ
脱
野
狐
ス
ト
イ
フ
、
コ
ノ
道
理
ア
キ
ラ
ム
ヘ
シ
、
モ
シ
傍
観
ノ

一
転
語
ス
レ
ハ
傍
観
脱
野
狐
身
ス
ト
イ
ハ
ヽ
従
来
ノ
ア
ヒ
タ
山
河

大
地
イ
ク
一
転
語
ト
ナ
ク
オ
ホ
ク
ノ
一
転
語
シ
キ
リ
ナ
ル
ヘ
シ

（
大
修
行　

十
四
11
オ
9　

下
58‒

11
）

　
「
傍
観
」
傍
ら
に
あ
る
者
、
一
他
人
を
言
う
、「
あ
る
傍
観
が
一
転

語
し
た
こ
と
に
よ
り
、
も
う
一
方
の
傍
観
が
脱
野
狐
身
す
る
」
と
い

う
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
幾
百
劫
に
わ
た
り
、
傍
観
（
＝
山
河
大
地
）
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が
ど
れ
だ
け
一
転
語
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
。「
傍
観
脱
野

狐
身
ス
」
の
「
傍
観
」
は
こ
の
句
の
中
の
主
語
に
な
っ
て
お
り
、

「
傍
観
、
脱
野
狐
身
ス
」
と
し
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
本
稿
の
方
針
で
、
こ
れ
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
サ
変
動
詞
と
し
て

お
く
。

（
15
）
盆
水
来
手
巾
来
ス
（
1
例
・
自
）
未
1
《
ズ
》

　

二
乗
外
道
経
師
論
師
等
ハ
小
神
通
ヲ
ナ
ラ
フ
、
大
神
通
ヲ
ナ
ラ

ハ
ス
、
諸
佛
ハ
大
神
通
ヲ
住
持
ス
、
大
神
通
相
伝
ス
、
コ
レ
佛
神

通
ナ
リ
、
佛
神
通
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
盆
水
来
手
巾
来
セ
ス
、
転
面
向

壁
臥
ナ
シ
、
洗
面
了
纔
坐
ナ
シ
、
コ
ノ
大
神
通
ノ
チ
カ
ラ
ニ
オ
ホ

ハ
レ
テ
小
神
通
等
モ
ア
ル
ナ
リ
（
神
通　

八
5
オ
4　

上
379‒

5
）

　

漢
字
五
字
サ
変
動
詞
「
転
面
向
壁
臥
ス
」
の
項
に
述
べ
た
「
神

通
」
の
こ
と
で
あ
る
。
昼
寝
か
ら
目
覚
め
た
師
匠
に
、
洗
面
用
の
水

を
運
び
、
顔
を
拭
く
手
巾
が
出
て
く
る
こ
と
が
、
ま
さ
に
神
通
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
「
大
神
通
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
「
盆
水

来
手
巾
来
ス
」
は
「
盆
水
が
来
た
り
、
手
巾
が
来
た
る
」
を
纏
め
て

一
サ
変
動
詞
と
し
て
い
る
。

　

以
上
、
漢
字
六
字
の
サ
変
動
詞
は
十
五
語
、
十
五
例
で
あ
る
。
そ

の
場
で
文
脈
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一

回
の
使
用
で
あ
る
。
二
字
熟
語
を
重
ね
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は

臨
時
的
な
も
の
で
あ
る
。

 

（
漢
字
六
字
の
項
終
わ
り
、
以
下
、
漢
字
七
字
サ
変
動
詞
に
続
く
）

※ 

サ
変
動
詞
に
関
し
て
、
過
去
、
以
下
の
論
考
を
発
表
し
た
。
今
回
は
こ

の
続
き
で
あ
る
。

①
「
正
法
眼
蔵
の
語
法
│
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
・
序
説
│
」『
宗
学
研

究
』
一
〇　

一
九
六
八

②
「
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
│
漢
語
サ
変
動
詞
の
構
造
│
」『
東
海
学
園
国

語
国
文
』
一　

一
九
七
〇

③
「
正
法
眼
蔵
の
語
法
│
漢
語
サ
変
動
詞
に
つ
い
て
│
」『
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
』
二
六　

一
九
七
〇

④
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
一
）」『
東
海
学
園
女
子
短

期
大
学
紀
要
』
九　

一
九
七
五

⑤
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
二
）」『
東
海
学
園
国
語
国

文
』
七　

一
九
七
五

⑥
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
三
）」『
東
海
学
園
女
子
短

期
大
学
紀
要
』
一
〇　

一
九
七
五

⑦
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
四
）
漢
字
二
字
ア
〜
カ
」
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『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
八　

一
九
七
五

⑧
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
五
）
漢
字
二
字
キ
〜
ケ
」

『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
九　

一
九
七
六

⑨
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
六
）
漢
字
二
字
コ
〜
シ
モ

ン
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
一
〇　

一
九
七
六

⑩
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
七
）
漢
字
二
字
シ
ャ
〜

シ
ュ
ン
」『
東
海
学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
一　

一
九
七
六

⑪
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
八
）
漢
字
二
字
シ
ョ
〜
セ

ン
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
一
一　

一
九
七
七

⑫
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
九
）
漢
字
二
字
ソ
」『
東
海

学
園
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
一
二　

一
九
七
七

⑬
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
）
漢
字
二
字
タ
〜
ト
」

『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
一
二　

一
九
七
七

⑭
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
一
）
漢
字
二
字
ナ
〜

ホ
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
一
三　

一
九
七
八

⑮
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
二
）
漢
字
二
字
マ
〜

ワ
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
一
四　

一
九
七
八

⑯
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
三
）
漢
字
三
字
」『
東
海

学
園
国
語
国
文
』
二
四　

一
九
八
三

⑰
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
四
）
漢
字
四
字
ア
〜

コ
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
三
二　

一
九
八
七

⑱
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
五
）
漢
字
四
字
サ
〜

ソ
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
三
三　

一
九
八
八

⑲
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
六
）
漢
字
四
字
タ
〜

フ
」『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
三
九　

一
九
九
一

⑳
「
正
法
眼
蔵
の
サ
変
動
詞
│
そ
の
用
例
│（
十
七
）
漢
字
四
字
ヘ
〜

ワ
」『
東
海
学
園　

語
学
・
文
学
・
文
化
』
一　

二
〇
〇
一

㉑
「
サ
変
動
詞
の
話
│
異
文
化
移
入
の
一
方
法
と
し
て
の
正
法
眼
蔵
の
表

現
の
一
特
徴
│
」『
道
元
禅
師
研
究
論
集
』
二
〇
〇
二


